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　岐阜県は、新型コロナウイルス感染に関し特定警戒都道府県に位置付けられ、議会としても
緊張感を持って瑞浪市に素早い対応を要望しています。
　雨上がりの虹を見つけた時のように、この事態が収束した後にも、市民の皆様が笑顔になれ
るように瑞浪市議会は活動してまいります。

令和２年４月２１日

瑞浪市長　水野 光二　様

瑞浪市議会議長　成瀬 徳夫

新型コロナウイルス感染症に関する対応についての要望書

　新型コロナウイルスによる感染症は世界各地に急速に拡大し、多くの感染者や死者が発生し
ています。岐阜県は特定警戒都道府県に位置付けられ、感染拡大は大変猶予なき状況となって
います。
　現在、新型コロナウイルス感染症対策本部員会議を立ち上げ迅速かつ的確な対策を講じてい
ただいているところではありますが、事態の収束が未だ見えない中、感染拡大を防止し、市民
の生命と健康を守るため、瑞浪市議会も全力で協力を誓うとともに、下記の事項について要望
します。

記

１　積極的な情報の提供と相談体制の確保
　　　市民間の無用な混乱や誤解が生じないよう、情報開示基準を明らかにしたうえ、感染に
　　係る最新情報と市が講ずる対策、進捗状況の速やかな情報提供等に努めるとともに総合的
　　に対応できる相談体制の確保に努めること

２　園児、児童・生徒への対応
　　　園児、児童・生徒の安全確保と精神的ケアに努めるとともに休校に伴う学習の遅れに対
　　する必要な措置を講ずること

３　個人事業主、中小企業等及び経済的困窮者への支援
　　　国県も支援策を検討中であるが、時間的・制度的に不十分である場合、別途支援策を講
　　ずること

４　納期限内での納付が困難な方への支援
　　　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、市税等の納期限内での納付が困難な方に対す
　　る納付猶予等を検討すること

５　新型コロナウイルス感染症対策を実行するために必要な予算措置を講ずること
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本市の観光事業は瑞浪市観光協会、鬼岩観光
協会、市行政が連携して行っている。役割分担
や業務範囲が明確ではない。観光事業に関す
る情報を総合的にとりまとめ、ワンストップ
でサービスを提供できる組織として瑞浪市観
光協会を法人化し、より時代の求める観光事
業を活性化させ市の地域人口減少の歯止めと
なることを目標に運営と事業実施の支援を行
う。観光協会支援事業に 1,460 万円。

　　農畜産物加工品開発事業予算が 10倍に増えた要因はなにか。肉の供給は心配ないか。

需要の拡大が見込まれる｢瑞浪ボーノポーク｣
等の精肉部門の強化と新しい衛生管理基準
HACCP に対応するため、惣菜製造工房を新た
に精肉処理工房に改修し、機能強化を図る。農
産物等直売所規模拡大整備事業に7,439万円。
農畜産物加工品開発事業に 1,250 万円。
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※コロナウイルス感染の予防で、委員はマスクを着用

魅力あるまちへ予算の目玉予算の目玉予算の目玉予算の目玉私たちの予算私たちの予算

問

きなぁた瑞浪 農産物等直売所

観光事業の充実発展子どもの視機能検査が実現

　　ハム工房の完成によるハム・ソーセージの製造に伴いＰＲの必要があるためである。試作品
の原材料費、宣伝用のポスターやチラシ、アンケートの実施、市場調査等を計画している。肉の供
給に関しては、市内の生産農家は、昨年 10月 16日に再開して 2月末までに 5,066 頭出荷して
おり、豚熱発生以前の出荷ペースになっていることから問題ないと考える。

答

　　観光大使はどのように選ばれるのか。

　　観光協会が選ぶ。有名人ではなく、地
元の若い人、例えば高校生も対象になる。

　　観光協会のアンテナショップ、拠点や
事務所はどうなるのか。

　　将来的にアンテナショップ、観光案内
所整備の支援を行う検討をしている。観光
協会では事務所を産業振興センターに置
くことを検討している。

問

答

問

答

　　４歳以上の子どもに対しても、希望が
あれば視機能検査を受けられるようにし
てはどうか。

　　今後検討を行
なっていく。

　　３歳児健診を受診した全ての子どもが
視機能検査の対象になるのか。

　　全ての方が対象になる。

３歳児健診における眼科健診の精度を高め、
乱視や斜視などを早期に発見・治療に繋げる
ことを目的に、検査機器を購入し視機能検査
を実施する。携帯型視機能検査機器購入事業
に 136万円。

問

答

問

答

令和２年度当初予算

令和元年度補正予算 事業完了で減額補正
◎令和元年度の事業が完了し事業費が確定したことを受けて、補正内容を審査
　しました。
　主な内容は下記のとおりです。

　　ふるさとみずなみ応援寄附金事務経費　2,157 万円減額の要因はなにか。

　　本年度は当初ふるさとみずなみ応援寄附金を 1 億円と見込んでいたが 3,500 万円の減少で 6,500 万円程度の寄附
収入となったため、返礼品代、送料、管理業務費等の 2,157 万円が減額となった。

庁舎等改修事業 4,483 万円減、ふるさとみずなみ応援寄附金事務経費 2,157 万円減、夢づ
くり地域交付金事業 210 万円減、空き家等改修補助事業 200 万円減、危険ブロック塀等
撤去促進事業 300 万円減、有害鳥獣被害防止対策事業 390 万円減、みずなみ焼等販路開
拓支援事業 248万円減が主なもの。

問

答

屈折異常や斜視を測
定できる機器

一般会計
155億
3,300万円

特別会計
75億

4,800万円

瑞浪北中学校施設整備事業：2億 803万円
防災行政無線更新事業：1億 7,867 万円
大湫宿保存活用事業：8,740 万円
瑞浪駅前周辺再開発事業：4,880 万円
大河ドラマ「麒麟がくる」活用推進事業：939万円
携帯型視機能検査機器購入事業：136万円

後期高齢者医療特別会計：5億 4,210 万円（前年度比 4,640 万円増）
国民健康保険事業特別会計：34億 9,700 万円（前年度比 7,100 万円減）
介護保険事業特別会計：34億 6,720 万円（前年度比 250万円増）
駐車場事業特別会計：4,170 万円（前年度比 20万円減）

企業会計
36億

7,450万円

水道事業会計
収益的支出：11億 4,380 万円（前年度比 1,400 万円増）
資本的支出：4億 4,650 万円（前年度比 1,370 万円減）
下水道事業会計
収益的支出：11億 7,290 万円（前年度比 490万円減）
資本的支出：9億 1,130 万円（前年度比 2億 1,170 万円増）※

※農業集落排水を公共下水道へ接続する建設改良工事増加などのため。

完成したハム工場
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委員会の審査（予算決算委員会）
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総務民生文教委員会経済建設委員会

令和 2年度　税制改正の概要（厚労省）HPより）

校舎の解体が行われる旧瑞陵中学校

議第10号 瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

どう変わる 国民健康保険料賦課限度額

〇説明
　国民健康保険の基礎賦課限度額と介護保険納付金賦課限
度額の変更、5 割・2 割軽減の軽減判定所得の算定におけ
る世帯に属する被保険者 1人当たりの金額の変更を行う。
　　軽減判定所得額の変更により新たに軽減対象となる世
帯はどれほどか。
　　令和元年度の実績から 5 割軽減が 14 世帯、2 割軽減
が 11世帯増加となる。

問

答

議第 13号　瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と自然環境等の保全との調和に関する条例の制定について

大規模ソーラー発電設備設置など規制条例を制定

〇説明
　再生可能エネルギー発電の導入が進む一方で、太陽光発電設備の設置に対し、市民から生活環境の悪
化や地域周辺の景観にそぐわない等の相談・苦情が多く寄せられている。
　再生可能エネルギー発電事業が、市民の安全・安心を確保しながら進められるよう条例を制定する。
　　議員が条例策定に向けて一般質問を行った際に「他市の調査を行って検討する」との回答だった。
　本市としてどのような調査を行い条例に反映させたか。
　　先行する他市の条例を確認したところ、課題点として
経済産業省への再エネ特措法に基づく認定申請の前に市へ
届出をする規定がなく、市の条例の効果が弱くなるケース
が多いことから、本市の条例では、再エネ特措法に基づく
認定申請の前に市との調整を位置づけるよう条例に反映し
た。
　　本条例には罰則規定がないため、上位法の中で罰則を
科すことができる規定はないのか。
　　電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関
する特別措置法に違反した場合は認定の取り消しなどを行
うことが可能とされている。

問

答

問

答

議第25号 工事請負契約書の締結について

旧瑞陵中学校校舎解体とグラウンド管理棟建設

〇説明
　瑞浪北中学校の完成により閉校となった旧瑞
陵中学校の校舎・屋内運動場等の解体と瑞浪北
中学校グラウンド管理棟の新築にかかる工事請
負契約を行う。入札方法は一般競争入札で契約
金額は 1億 9,690 万円、契約先は株式会社中島
工務店である。　
　　工事請負契約の内訳はどのようか。　
　　解体工事に 1億 1,690 万円、管理棟の建設
で 7,000 万円、防災倉庫の建設に 1,000 万円と
なる。

問
答

南垣外北野線の状況

議第18号 北野辺地に係る総合整備計画の策定について

北野辺地の道路改良事業

〇説明
　北野地区住民の生活水準向上のため南垣外北野線
道路改良事業で平成 22 年度から令和元年度までに
1,400m の整備を行なった。残りの 2,880m につい
ても令和 2 年度から令和 6 年度までの 5 年間で整
備を行う計画である。
　　リニア中央新幹線の工事用資機材の搬出入ルー
トと重複する部分があるが、進捗に影響はないか。
　　それぞれ工事の状況に応じて調整をしており、
影響をきたさないように進めていく。

問

答

議第２４号　工事請負契約の締結について　

老朽化が心配されるクリーンセンターの改修

〇説明
　瑞浪市クリーンセンターの屋上防水改修・外壁改修工事と空調改
修工事について 1億 6,500 万円で契約を締結する。
　　公共施設における長寿命化が計画されているが、計画に基づく
工事か。
　　今回は、屋上の雨漏り等に伴う喫緊の対応として施工するもの
で、今後のライフサイクルコストを踏まえて実施する。

問

答

議第 26号　瑞浪市農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を４分の１以上とすることにつき同意を求めることについて　　

農業委員会委員の条件緩和に同意

〇説明
　農業委員会委員は原則として認定農業者が委員の過半数を占める
こととされている。
　瑞浪市では認定農業者等とこれらに準ずる方の人数が少なく、委
員の任命に著しい困難が生じるため、その割合を４分の１以上に変
更する。
　　農業委員会委員の人員減による活動体制への影響が心配される
が大丈夫か。
　　現在の農業委員は 14 名であるが、平成 29 年の改選時に農地
利用最適化推進委員が 9 名追加されており、総勢 23 名が農業委員
会として活動し、体制は強化されているので問題はない。

問

答

改修予定のクリーンセンター

平成２９年
（改選前） 令和２年

１４名

９名

23名

22名

0名

22名

農業委員会委員

農地利用最適化
推進委員

総勢
（合計）

農業委員会構成の推移

整然と並ぶソーラーパネル
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始
ま
る
病
児
保
育

公
民
連
携
で
駅
の
賑
わ
い
創
出

雇
用
支
援
で
地
域
経
済
力
の
向
上

瑞
浪
市
の
電
気
は

大
規
模
化
、
複
雑
化
す
る
火
災
に

　
　
　  

消
防
力
の
充
実
と
確
保
を

女
性
の
活
躍
を
応
援

　
　
本
市
の
電
力
調
達
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
（
以
下
E
S
P
事
業
者
）

と
随
意
契
約
を
し
て
い
る
。
こ
の

E
S
P
事
業
者
が
経
済
性
、
安
定

性
、
財
務
状
況
、
環
境
へ
の
配
慮

な
ど
を
包
括
的
に
評
価
し
選
定
し

た
小
売
電
気
事
業
者
と
契
約
し
て

お
り
、
現
在
は
関
西
電
力
と
契
約

し
て
い
る
。
E
S
P
事
業
者
に
は

業
務
委
託
料
と
し
て
電
気
料
金
削

減
効
果
額
の
一
部
を
支
払
っ
て
お

り
、
平
成
30
年
度
に
は
３
，
０
９

６
万
円
の
経
費
削
減
効
果
が
あ
り
、

約
２
８
６
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

契
約
方
法
を
入
札
に
す
る
事
は
考

え
て
お
ら
ず
、
現
在
は
E
S
P
事

業
者
と
の
契
約
を
続
け
る
事
が
安

定
安
価
な
電
力
供
給
を
受
け
る
方

法
だ
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　

【
総
務
部
長
】

　
　
開
始
か
ら
3
年
目
と
な
る
合

同
企
業
説
明
会
の
参
加
者
と
企
業

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
求
人
倍
率
の
高

い
状
態
が
続
き
、
後
継
者
不
足
か

ら
事
業
継
続
が
で
き
な
い
企
業
も

出
始
め
て
い
る
。
今
後
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
70
歳
ま
で
の

雇
用
機
会
の
拡
大
や
テ
レ
ワ
ー
ク
、

起
業
支
援
な
ど
の
課
題
に
ど
う
向

き
合
う
の
か
。

　
　
合
同
企
業
説
明
会
の
開
始
前

と
比
較
し
、
市
内
就
職
の
生
徒
数

は
2
倍
と
な
り
、
今
年
の
参
加
企

業
は
45
社
、
生
徒
と
関
係
者
は

2
0
6
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
70

歳
ま
で
の
雇
用
支
援
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
多
治
見
で
生
涯
現
役
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
。
在
宅
就
労
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把
握

が
必
要
で
あ
る
。
後
継
者
不
足
の

問
題
は
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
継

続
し
て
い
く
。

【
経
済
部
長
】

　
　
駅
周
辺
で
は
高
齢
化
や
人
材

の
流
出
な
ど
に
よ
り
店
舗
数
が
減

少
し
、
築
40
年
を
超
え
る
建
物
も

多
く
、
魅
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

瑞
浪
市
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺

を
整
備
す
る
こ
と
は
市
の
魅
力
向

上
に
つ
な
が
る
。
再
開
発
と
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
で
駅
周
辺
の

活
性
化
を
ど
う
図
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
に
は
瑞
浪
駅
再
開

発
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
が
策
定

さ
れ
、
令
和
2
年
1
月
に
瑞
浪
駅

南
地
区
再
開
発
事
業
発
起
人
会
が

発
足
し
、
建
物
を
改
築
す
る
「
再

開
発
エ
リ
ア
」
の
地
権
者
33
人
の

内
29
人
が
参
加
し
た
。
既
存
の
建

物
を
活
用
す
る
「
リ
ノ
ベ
エ
リ
ア
」

に
関
し
て
も
え
び
す
夜
会
や
空
き

家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
で
新

た
な
事
業
者
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
く
。
駅
北
エ
リ
ア
に
つ
い
て

も
集
客
の
核
と
な
る
公
共
施
設
の

設
置
を
検
討
す
る
。

【
理
事
】

問答問答

樋田翔太（創政みずなみ）

合同企業説明会

　
　
４
月
よ
り
東
濃
厚
生
病
院
に

委
託
し
て
病
児
保
育
を
開
始
す
る

が
今
ま
で
と
の
違
い
は
何
か
。

　
　
病
児
保
育
が
始
ま
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
病
気
回
復
期

で
あ
る
「
病
後
児
」
の
み
の
受
け

入
れ
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
病
気

治
療
中
の
「
病
児
」
の
受
け
入
れ

も
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
は
し

か
や
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の
空
気
感

染
疾
患
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

時
期
に
お
い
て
38
・
５
℃
以
上
の

発
熱
が
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
受

け
入
れ
が
出
来
な
い
。
対
象
年
齢

は
生
後
8
か
月
か
ら
小
学
６
年
生

で
、
定
員
は
先
着
順
で
1
日
2
名

ま
で
と
す
る
。
ご
利
用
は
事
前
登

録
を
行
っ
た
後
、
利
用
申
請
書
、

意
見
書
な
ど
書
類
の
提
出
が
必
要

と
な
る
。
今
後
、
制
度
の
周
知
と

登
録
者
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

新車両　化学消防ポンプ自動車

　
　
大
規
模
化
、
複
雑
化
す
る
火

災
に
お
い
て
、
消
防
力
の
充
実
と

確
保
を
目
的
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
ハ
ー
ド
対
策
で
は
、
第
1
分

団
第
４
部
の
消
防
団
拠
点
施
設
の

建
て
替
え
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

の
更
新
、
ガ
ス
検
知
器
、
ド
ロ
ー

ン
な
ど
、
施
設
、
資
機
材
、
装
備

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
岐

阜
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
各

種
教
育
訓
練
を
受
講
、
県
下
20
消

防
本
部
が
実
施
す
る
岐
阜
県
警
防

技
術
発
表
会
や
岐
阜
県
緊
急
消
防

援
助
隊
大
隊
訓
練
等
に
参
加
し
、

知
識
と
技
術
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
た
消
防
力
の
充
実
と

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
消
防
長
】

柴田幸一郎（創政みずなみ）

瑞浪市役所のキュービクル

　
　
女
性
が
イ
キ
イ
キ
と
仕
事
と

家
庭
生
活
が
送
れ
る
様
に
、
ど
の

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
。

　
　
共
働
き
家
庭
が
増
加
す
る
中
、

男
性
が
家
事
や
育
児
に
進
ん
で
参

加
し
た
く
な
る
よ
う
に
、「
男
性
に

よ
る
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
平

成
30
年
度
に
開
催
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
向
け
に
、
子
育
て
・

就
労
支
援
講
座
「
キ
ャ
リ
☆
ナ
ビ
」

の
開
催
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　「
第
２
次
み
ず
な
み
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
後
期
）」
に
基
づ
き
、

女
性
の
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立

が
容
易
に
な
る
よ
う
に
、
様
々
な

施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

市政一般質問
　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求
めます。
　3月定例会では11人の議員が21の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

樋田　翔太（創政みずなみ）
　・瑞浪駅周辺再開発について
　・地域雇用の安定について

棚町　潤（創政みずなみ）
　・病児保育について
　・電力の調達について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・火災予防の啓発及び消防力の充実と確保について
　・女性の活躍推進について

加藤輔之（新政クラブ）
　・新型コロナウイルス感染症について

熊谷隆男（新政クラブ）
　・財政課題について
　・地域経済について

辻　正之（新政クラブ）
　・河川災害対策について
　・空き家・空き地バンクについて

渡邉康弘（新政クラブ）
　・災害時の要配慮者への支援体制について
　・ふるさと納税について

榛葉利広（公明党）
　・幼児教育・保育の無償化に伴う課題について
　・災害に対する平時からの備えについて

奥村一仁（創政みずなみ）
　・第２期瑞浪市まち・ひと・しごと創生総合戦略につ
　　いて
　・人生会議を生涯学習として考えることについて

柴田増三（創政みずなみ）
・市長所信表明「決断」について

山下千尋（新政クラブ）
　・ゴルフの町みずなみについて
　・職員資質の向上に関する取り組みについて
　・本市の農業の未来像について

問答問答

問答問答
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始
ま
る
病
児
保
育

公
民
連
携
で
駅
の
賑
わ
い
創
出

雇
用
支
援
で
地
域
経
済
力
の
向
上

瑞
浪
市
の
電
気
は

大
規
模
化
、
複
雑
化
す
る
火
災
に

　
　
　  

消
防
力
の
充
実
と
確
保
を

女
性
の
活
躍
を
応
援

　
　
本
市
の
電
力
調
達
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
（
以
下
E
S
P
事
業
者
）

と
随
意
契
約
を
し
て
い
る
。
こ
の

E
S
P
事
業
者
が
経
済
性
、
安
定

性
、
財
務
状
況
、
環
境
へ
の
配
慮

な
ど
を
包
括
的
に
評
価
し
選
定
し

た
小
売
電
気
事
業
者
と
契
約
し
て

お
り
、
現
在
は
関
西
電
力
と
契
約

し
て
い
る
。
E
S
P
事
業
者
に
は

業
務
委
託
料
と
し
て
電
気
料
金
削

減
効
果
額
の
一
部
を
支
払
っ
て
お

り
、
平
成
30
年
度
に
は
３
，
０
９

６
万
円
の
経
費
削
減
効
果
が
あ
り
、

約
２
８
６
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

契
約
方
法
を
入
札
に
す
る
事
は
考

え
て
お
ら
ず
、
現
在
は
E
S
P
事

業
者
と
の
契
約
を
続
け
る
事
が
安

定
安
価
な
電
力
供
給
を
受
け
る
方

法
だ
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　

【
総
務
部
長
】

　
　
開
始
か
ら
3
年
目
と
な
る
合

同
企
業
説
明
会
の
参
加
者
と
企
業

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
求
人
倍
率
の
高

い
状
態
が
続
き
、
後
継
者
不
足
か

ら
事
業
継
続
が
で
き
な
い
企
業
も

出
始
め
て
い
る
。
今
後
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
70
歳
ま
で
の

雇
用
機
会
の
拡
大
や
テ
レ
ワ
ー
ク
、

起
業
支
援
な
ど
の
課
題
に
ど
う
向

き
合
う
の
か
。

　
　
合
同
企
業
説
明
会
の
開
始
前

と
比
較
し
、
市
内
就
職
の
生
徒
数

は
2
倍
と
な
り
、
今
年
の
参
加
企

業
は
45
社
、
生
徒
と
関
係
者
は

2
0
6
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
70

歳
ま
で
の
雇
用
支
援
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
多
治
見
で
生
涯
現
役
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
。
在
宅
就
労
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把
握

が
必
要
で
あ
る
。
後
継
者
不
足
の

問
題
は
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
継

続
し
て
い
く
。

【
経
済
部
長
】

　
　
駅
周
辺
で
は
高
齢
化
や
人
材

の
流
出
な
ど
に
よ
り
店
舗
数
が
減

少
し
、
築
40
年
を
超
え
る
建
物
も

多
く
、
魅
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

瑞
浪
市
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺

を
整
備
す
る
こ
と
は
市
の
魅
力
向

上
に
つ
な
が
る
。
再
開
発
と
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
で
駅
周
辺
の

活
性
化
を
ど
う
図
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
に
は
瑞
浪
駅
再
開

発
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
が
策
定

さ
れ
、
令
和
2
年
1
月
に
瑞
浪
駅

南
地
区
再
開
発
事
業
発
起
人
会
が

発
足
し
、
建
物
を
改
築
す
る
「
再

開
発
エ
リ
ア
」
の
地
権
者
33
人
の

内
29
人
が
参
加
し
た
。
既
存
の
建

物
を
活
用
す
る
「
リ
ノ
ベ
エ
リ
ア
」

に
関
し
て
も
え
び
す
夜
会
や
空
き

家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
で
新

た
な
事
業
者
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
く
。
駅
北
エ
リ
ア
に
つ
い
て

も
集
客
の
核
と
な
る
公
共
施
設
の

設
置
を
検
討
す
る
。

【
理
事
】

問答問答

樋田翔太（創政みずなみ）

合同企業説明会

　
　
４
月
よ
り
東
濃
厚
生
病
院
に

委
託
し
て
病
児
保
育
を
開
始
す
る

が
今
ま
で
と
の
違
い
は
何
か
。

　
　
病
児
保
育
が
始
ま
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
病
気
回
復
期

で
あ
る
「
病
後
児
」
の
み
の
受
け

入
れ
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
病
気

治
療
中
の
「
病
児
」
の
受
け
入
れ

も
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
は
し

か
や
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の
空
気
感

染
疾
患
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

時
期
に
お
い
て
38
・
５
℃
以
上
の

発
熱
が
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
受

け
入
れ
が
出
来
な
い
。
対
象
年
齢

は
生
後
8
か
月
か
ら
小
学
６
年
生

で
、
定
員
は
先
着
順
で
1
日
2
名

ま
で
と
す
る
。
ご
利
用
は
事
前
登

録
を
行
っ
た
後
、
利
用
申
請
書
、

意
見
書
な
ど
書
類
の
提
出
が
必
要

と
な
る
。
今
後
、
制
度
の
周
知
と

登
録
者
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

新車両　化学消防ポンプ自動車

　
　
大
規
模
化
、
複
雑
化
す
る
火

災
に
お
い
て
、
消
防
力
の
充
実
と

確
保
を
目
的
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
ハ
ー
ド
対
策
で
は
、
第
1
分

団
第
４
部
の
消
防
団
拠
点
施
設
の

建
て
替
え
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

の
更
新
、
ガ
ス
検
知
器
、
ド
ロ
ー

ン
な
ど
、
施
設
、
資
機
材
、
装
備

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
岐

阜
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
各

種
教
育
訓
練
を
受
講
、
県
下
20
消

防
本
部
が
実
施
す
る
岐
阜
県
警
防

技
術
発
表
会
や
岐
阜
県
緊
急
消
防

援
助
隊
大
隊
訓
練
等
に
参
加
し
、

知
識
と
技
術
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
た
消
防
力
の
充
実
と

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
消
防
長
】

柴田幸一郎（創政みずなみ）

瑞浪市役所のキュービクル

　
　
女
性
が
イ
キ
イ
キ
と
仕
事
と

家
庭
生
活
が
送
れ
る
様
に
、
ど
の

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
。

　
　
共
働
き
家
庭
が
増
加
す
る
中
、

男
性
が
家
事
や
育
児
に
進
ん
で
参

加
し
た
く
な
る
よ
う
に
、「
男
性
に

よ
る
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
平

成
30
年
度
に
開
催
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
向
け
に
、
子
育
て
・

就
労
支
援
講
座
「
キ
ャ
リ
☆
ナ
ビ
」

の
開
催
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　「
第
２
次
み
ず
な
み
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
後
期
）」
に
基
づ
き
、

女
性
の
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立

が
容
易
に
な
る
よ
う
に
、
様
々
な

施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

市政一般質問
　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求
めます。
　3月定例会では11人の議員が21の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

樋田　翔太（創政みずなみ）
　・瑞浪駅周辺再開発について
　・地域雇用の安定について

棚町　潤（創政みずなみ）
　・病児保育について
　・電力の調達について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・火災予防の啓発及び消防力の充実と確保について
　・女性の活躍推進について

加藤輔之（新政クラブ）
　・新型コロナウイルス感染症について

熊谷隆男（新政クラブ）
　・財政課題について
　・地域経済について

辻　正之（新政クラブ）
　・河川災害対策について
　・空き家・空き地バンクについて

渡邉康弘（新政クラブ）
　・災害時の要配慮者への支援体制について
　・ふるさと納税について

榛葉利広（公明党）
　・幼児教育・保育の無償化に伴う課題について
　・災害に対する平時からの備えについて

奥村一仁（創政みずなみ）
　・第２期瑞浪市まち・ひと・しごと創生総合戦略につ
　　いて
　・人生会議を生涯学習として考えることについて

柴田増三（創政みずなみ）
・市長所信表明「決断」について

山下千尋（新政クラブ）
　・ゴルフの町みずなみについて
　・職員資質の向上に関する取り組みについて
　・本市の農業の未来像について

問答問答
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

感
染
症
法
・
指
定
感
染
症

待
っ
た
な
し
公
共
施
設
の
再
編
成

地
域
経
済
活
性
化
は
官
民
連
携
で

河
川
災
害
対
策

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
補
助

要
配
慮
者
へ
の
支
援
実
現
を

夢
や
希
望
を
育
め
る
ま
ち
を

　
　
　
　  

新
た
な
財
源
で
実
現
へ

　
　
各
種
産
業
、
観
光
な
ど
本
市

に
及
ぼ
す
経
済
的
影
響
は
ど
の
よ

う
か
。
　

答
　
飲
食
店
や
旅
行
業
な
ど
利
用

が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
陶
磁
器

産
業
に
つ
い
て
は
、
2
月
に
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
見
本
市「
国

際
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ョ
ー
」

に
お
け
る
来
場
者
数
は
会
期
中
4

万
2
5
5
名
、
前
年
比
40
％
減
と

閑
散
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
海

外
の
見
本
市
に
お
い
て
も
「
中
国

華
東
輸
出
入
商
品
交
易
会
」（
上
海

市
）
が
先
送
り
、
2
月
の
ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ア
ン
ビ
エ
ン

テ
も
来
場
者
が
大
幅
減
少
と
聞
い

て
い
る
。
商
談
の
機
会
が
減
少
し

取
引
に
景
況
す
る
懸
念
が
あ
る
。

瑞
浪
市
の
産
業
や
観
光
に
、
今
後
、

ど
の
程
度
影
響
す
る
か
は
、
予
測

し
が
た
い
状
況
で
あ
る
。

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

注意喚起ポスター

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。
　

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
生
命
や
経
済
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
対
策
は
極

め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。市
で
は
、

「
瑞
浪
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
」
を
準
用
し
、
対

策
本
部
を
設
置
、

県
が
示
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
総
合
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、

感
染
予
防
対
策

の
周
知
、
小
中

学
校
の
臨
時
休

業
な
ど
の
各
種

対
応
を
実
施
し
て
い
る
。
医
療
体

制
の
確
保
や
感
染
拡
大
の
抑
制
な

ど
は
県
が
実
施
主
体
と
な
る
た
め
、

今
後
も
国
、
県
や
他
の
自
治
体
、

各
種
団
体
な
ど
と
一
丸
と
な
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
し

て
い
く
。

【
市
長
】

問
　
本
市
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
義

務
的
に
着
手
を
必
要
と
す
る
公
共

施
設
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
現
状
に
お
い
て
、
旧
釜
戸
中

学
校
は
既
に
企
業
へ
売
却
し
て
い

る
。
旧
陶
小
学
校
も
民
間
企
業
か

ら
提
案
を
頂
き
検
討
中
で
あ
る
。

除
却
予
定
は
旧
瑞
陵
中
学
校
、
日

吉
町
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和

２
年
度
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い

る
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
市
営

住
宅
に
つ
い
て
も
、
一
部
を
除
却

し
集
約
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
優
先
的
に
着
手
を
必
要

と
す
る
施
設
は
、耐
用
年
数
が
迫
っ

て
き
て
い
る
施
設
や
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
施
設
で
、
例
え
ば
、
釜

戸
小
学
校
や
稲
津
小
学
校
、
瑞
浪

中
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
寿
命
化

の
た
め
の
大
規
模
改
修
が
必
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
化
石
博
物
館
、
陶
磁
資

料
館
、
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館

は
、
３
館
で
の
集
約
・
複
合
化
の

検
討
を
す
る
時
期
に
あ
る
。

　
そ
の
他
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

や
市
民
体
育
館
な
ど
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
将
来
的
な
施
設
の
在

り
方
を
見
据
え
た
上
で
検
討
を
し

て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

熊谷 隆男（新政クラブ）

公共施設等総合管理計画

　
　
本
市
の
地
域
経
済
に
お
け
る

中
長
期
的
な
見
通
し
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
工
業
に
お
い
て
は
、
世
界
経

済
の
先
行
き
が
不
透
明
な
た
め
見

通
し
が
難
し
い
状
況
だ
が
、
本
市

は
、
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
岐
阜
県
駅
に
近
接
し
、
東
海

環
状
自
動
車
道
、
中
央
道
な
ど
ア

ク
セ
ス
も
良
好
な
た
め
、
世
界
経

済
の
潮
目
が
変
わ
れ
ば
、
更
な
る

企
業
誘
致
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

考
え
る
。
　

　
商
業
に
お
い
て
は
、
市
内
店
舗

数
が
減
少
し
て
い
く
傾
向
は
続
く

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
事
業
承
継

の
取
り
組
み
や
創
業
支
援
な
ど
店

舗
数
を
維
持
す
る
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考

え
る
。

【
経
済
部
長
】

　
　
集
中
豪
雨
や
巨
大
台
風
な
ど

に
よ
る
河
川
災
害
の
被
害
軽
減
の

た
め
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
県
で
は
、
土
岐
川
の
小
里
川

合
流
点
よ
り
下
流
で
30
年
に
１
度

の
確
率
で
発
生
す
る
規
模
の
洪
水

が
安
全
に
流
下
出
来
る
こ
と
、
上

流
で
10
年
に
１
度
の
確
率
で
発
生

す
る
洪
水
が
安
全
に
流
下
で
き
る

こ
と
を
中
期
目
標
と
し
て
位
置
付

け
、
橋
梁
架
替
、
河
道
掘
削
、
護

岸
工
、
築
堤
、
堰
改
築
な
ど
の
河

川
改
修
を
実
施
し
て
い
く
計
画
と

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
現
在

実
施
中
の
大
正
用
水
堰
工
区
の
完

了
後
に
、
土
岐
橋
工
区
の
河
川
改

修
が
着
実
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

い
る
。
市
管
理
で
あ
る
普
通
河
川

に
お
い
て
は
、
陶
町
の
猿
爪
川
に

つ
い
て
、
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め

河
道
掘
削
や
河
道
拡
幅
、
橋
梁
架

替
な
ど
の
改
修
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

【
建
設
部
長
】

辻　正之（新政クラブ）

空き家バンク登録物件

　
　
人
口
減
少
社
会
で
空
き
家
が

増
え
て
い
る
が
、
空
き
家
登
録
物

件
を
成
約
し
た
際
の
補
助
金
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
空
き
家
登
録
物
件
を
成
約
し

入
居
を
目
的
と
し
た
改
修
等
を

行
っ
た
場
合
に
は
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
そ
の
対
象
者
は
、
世

帯
員
全
員
に
市
税
等
の
滞
納
が
な

く
、
契
約
締
結
日
よ
り
１
年
以
内

に
補
助
金
の
申
請
を
さ
れ
る
方
で
、

市
内
事
業
者
が
、
生
活
に
必
要
な

改
修
工
事
を
行
い
、
改
修
費
用
が

10
万
円
以
上
で
、
補
助
金
額
は
、

対
象
工
事
の
２
分
の
１
、
限
度
額

は
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
、
県
又
は
市
に
よ
る
他

の
制
度
の
補
助
対
象
と
な
る
工
事

以
外
の
工
事
で
あ
る
こ
と
や
、
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
建
築
物
で
、
現
在
の
耐
震
基

準
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

も
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

の
利
用
状
況
と
し
て
は
、
令
和
２

年
２
月
末
日
現
在
、
３
件
の
申
請

が
あ
り
交
付
金
額
は
３
０
０
万
円

と
な
っ
て

い
る
。

【
ま
ち
づ
く

り
推
進
部長】

　
　
広
域
で
災
害
等
が
起
こ
っ
た

場
合
に
は
各
地
で
物
資
の
不
足
が

考
え
ら
れ
、
協
定
を
結
ん
だ
市
や

企
業
か
ら
の
支
援
物
資
が
届
か
な

く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

　
断
水
時
で
も
使
用
可
能
な
液
体

ミ
ル
ク
、
離
乳
食
、
介
護
食
、
介

護
用
品
や
衛
生
物
品
な
ど
の
乳
幼

児
や
高
齢
者
な
ど
の
要
配
慮
者
が

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
備
蓄

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
乳
幼
児
や
高
齢
者
向
け
の
物

資
は
備
蓄
し
て
い
な
い
。
協
定
を

締
結
し
た
市
内
量
販
店
な
ど
に
供

給
を
要
請
す
る
。

　
市
と
し
て
は
、
自
ら
必
要
な
も

の
は
自
ら
で
備
蓄
す
る
、「
自
助
」

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
引
き
続

き
周
知
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

渡邉　康弘（新政クラブ）

企業負担が約１割に

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
令

和
２
年
度
地
方
税
制
改
正
に
よ
り
、

税
の
軽
減
効
果
が
最
大
約
9
割
に

な
る
ほ
か
、
手
続
き
の
簡
素
化
に

よ
り
使
い
や
す
い
仕
組
み
と
な
る
。

　
財
政
が
乏
し
く
な
っ
て
い
く
瑞

浪
市
に
お
い
て
公
共
施
設
等
の
整

備
、
駅
前
再
開
発
や
道
の
駅
の
開

発
な
ど
に
対
し
て
市
民
の
声
を
反

映
し
た
よ
り
良
い
事
業
と
し
て
実

現
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
計
画
を
変
更
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
対
象
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
1
件
の
み
で
あ
る
が
、
新
た
に

第
2
期
瑞
浪
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
事

業
を
対
象
と
す
る
た
め
、
内
閣
府

に
承
認
申
請
を
し
た
。

　
認
定
を
受
け
れ
ば
70
事
業
ほ
ど

が
対
象
と
な
る
た
め
、
本
制
度
を

活
用
し
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

【
総
務
部
長
】

問答問答

問

答

問答 問答問答

問答 問答
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

感
染
症
法
・
指
定
感
染
症

待
っ
た
な
し
公
共
施
設
の
再
編
成

地
域
経
済
活
性
化
は
官
民
連
携
で

河
川
災
害
対
策

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
補
助

要
配
慮
者
へ
の
支
援
実
現
を

夢
や
希
望
を
育
め
る
ま
ち
を

　
　
　
　  

新
た
な
財
源
で
実
現
へ

　
　
各
種
産
業
、
観
光
な
ど
本
市

に
及
ぼ
す
経
済
的
影
響
は
ど
の
よ

う
か
。
　

答
　
飲
食
店
や
旅
行
業
な
ど
利
用

が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
陶
磁
器

産
業
に
つ
い
て
は
、
2
月
に
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
見
本
市「
国

際
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ョ
ー
」

に
お
け
る
来
場
者
数
は
会
期
中
4

万
2
5
5
名
、
前
年
比
40
％
減
と

閑
散
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
海

外
の
見
本
市
に
お
い
て
も
「
中
国

華
東
輸
出
入
商
品
交
易
会
」（
上
海

市
）
が
先
送
り
、
2
月
の
ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ア
ン
ビ
エ
ン

テ
も
来
場
者
が
大
幅
減
少
と
聞
い

て
い
る
。
商
談
の
機
会
が
減
少
し

取
引
に
景
況
す
る
懸
念
が
あ
る
。

瑞
浪
市
の
産
業
や
観
光
に
、
今
後
、

ど
の
程
度
影
響
す
る
か
は
、
予
測

し
が
た
い
状
況
で
あ
る
。

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

注意喚起ポスター

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。
　

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
生
命
や
経
済
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
対
策
は
極

め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。市
で
は
、

「
瑞
浪
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
」
を
準
用
し
、
対

策
本
部
を
設
置
、

県
が
示
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
総
合
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、

感
染
予
防
対
策

の
周
知
、
小
中

学
校
の
臨
時
休

業
な
ど
の
各
種

対
応
を
実
施
し
て
い
る
。
医
療
体

制
の
確
保
や
感
染
拡
大
の
抑
制
な

ど
は
県
が
実
施
主
体
と
な
る
た
め
、

今
後
も
国
、
県
や
他
の
自
治
体
、

各
種
団
体
な
ど
と
一
丸
と
な
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
し

て
い
く
。

【
市
長
】

問
　
本
市
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
義

務
的
に
着
手
を
必
要
と
す
る
公
共

施
設
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
現
状
に
お
い
て
、
旧
釜
戸
中

学
校
は
既
に
企
業
へ
売
却
し
て
い

る
。
旧
陶
小
学
校
も
民
間
企
業
か

ら
提
案
を
頂
き
検
討
中
で
あ
る
。

除
却
予
定
は
旧
瑞
陵
中
学
校
、
日

吉
町
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和

２
年
度
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い

る
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
市
営

住
宅
に
つ
い
て
も
、
一
部
を
除
却

し
集
約
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
優
先
的
に
着
手
を
必
要

と
す
る
施
設
は
、耐
用
年
数
が
迫
っ

て
き
て
い
る
施
設
や
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
施
設
で
、
例
え
ば
、
釜

戸
小
学
校
や
稲
津
小
学
校
、
瑞
浪

中
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
寿
命
化

の
た
め
の
大
規
模
改
修
が
必
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
化
石
博
物
館
、
陶
磁
資

料
館
、
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館

は
、
３
館
で
の
集
約
・
複
合
化
の

検
討
を
す
る
時
期
に
あ
る
。

　
そ
の
他
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

や
市
民
体
育
館
な
ど
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
将
来
的
な
施
設
の
在

り
方
を
見
据
え
た
上
で
検
討
を
し

て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

熊谷 隆男（新政クラブ）

公共施設等総合管理計画

　
　
本
市
の
地
域
経
済
に
お
け
る

中
長
期
的
な
見
通
し
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
工
業
に
お
い
て
は
、
世
界
経

済
の
先
行
き
が
不
透
明
な
た
め
見

通
し
が
難
し
い
状
況
だ
が
、
本
市

は
、
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
岐
阜
県
駅
に
近
接
し
、
東
海

環
状
自
動
車
道
、
中
央
道
な
ど
ア

ク
セ
ス
も
良
好
な
た
め
、
世
界
経

済
の
潮
目
が
変
わ
れ
ば
、
更
な
る

企
業
誘
致
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

考
え
る
。
　

　
商
業
に
お
い
て
は
、
市
内
店
舗

数
が
減
少
し
て
い
く
傾
向
は
続
く

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
事
業
承
継

の
取
り
組
み
や
創
業
支
援
な
ど
店

舗
数
を
維
持
す
る
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考

え
る
。

【
経
済
部
長
】

　
　
集
中
豪
雨
や
巨
大
台
風
な
ど

に
よ
る
河
川
災
害
の
被
害
軽
減
の

た
め
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
県
で
は
、
土
岐
川
の
小
里
川

合
流
点
よ
り
下
流
で
30
年
に
１
度

の
確
率
で
発
生
す
る
規
模
の
洪
水

が
安
全
に
流
下
出
来
る
こ
と
、
上

流
で
10
年
に
１
度
の
確
率
で
発
生

す
る
洪
水
が
安
全
に
流
下
で
き
る

こ
と
を
中
期
目
標
と
し
て
位
置
付

け
、
橋
梁
架
替
、
河
道
掘
削
、
護

岸
工
、
築
堤
、
堰
改
築
な
ど
の
河

川
改
修
を
実
施
し
て
い
く
計
画
と

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
現
在

実
施
中
の
大
正
用
水
堰
工
区
の
完

了
後
に
、
土
岐
橋
工
区
の
河
川
改

修
が
着
実
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

い
る
。
市
管
理
で
あ
る
普
通
河
川

に
お
い
て
は
、
陶
町
の
猿
爪
川
に

つ
い
て
、
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め

河
道
掘
削
や
河
道
拡
幅
、
橋
梁
架

替
な
ど
の
改
修
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

【
建
設
部
長
】

辻　正之（新政クラブ）

空き家バンク登録物件

　
　
人
口
減
少
社
会
で
空
き
家
が

増
え
て
い
る
が
、
空
き
家
登
録
物

件
を
成
約
し
た
際
の
補
助
金
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
空
き
家
登
録
物
件
を
成
約
し

入
居
を
目
的
と
し
た
改
修
等
を

行
っ
た
場
合
に
は
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
そ
の
対
象
者
は
、
世

帯
員
全
員
に
市
税
等
の
滞
納
が
な

く
、
契
約
締
結
日
よ
り
１
年
以
内

に
補
助
金
の
申
請
を
さ
れ
る
方
で
、

市
内
事
業
者
が
、
生
活
に
必
要
な

改
修
工
事
を
行
い
、
改
修
費
用
が

10
万
円
以
上
で
、
補
助
金
額
は
、

対
象
工
事
の
２
分
の
１
、
限
度
額

は
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
、
県
又
は
市
に
よ
る
他

の
制
度
の
補
助
対
象
と
な
る
工
事

以
外
の
工
事
で
あ
る
こ
と
や
、
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
建
築
物
で
、
現
在
の
耐
震
基

準
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

も
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

の
利
用
状
況
と
し
て
は
、
令
和
２

年
２
月
末
日
現
在
、
３
件
の
申
請

が
あ
り
交
付
金
額
は
３
０
０
万
円

と
な
っ
て

い
る
。

【
ま
ち
づ
く

り
推
進
部長】

　
　
広
域
で
災
害
等
が
起
こ
っ
た

場
合
に
は
各
地
で
物
資
の
不
足
が

考
え
ら
れ
、
協
定
を
結
ん
だ
市
や

企
業
か
ら
の
支
援
物
資
が
届
か
な

く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

　
断
水
時
で
も
使
用
可
能
な
液
体

ミ
ル
ク
、
離
乳
食
、
介
護
食
、
介

護
用
品
や
衛
生
物
品
な
ど
の
乳
幼

児
や
高
齢
者
な
ど
の
要
配
慮
者
が

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
備
蓄

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
乳
幼
児
や
高
齢
者
向
け
の
物

資
は
備
蓄
し
て
い
な
い
。
協
定
を

締
結
し
た
市
内
量
販
店
な
ど
に
供

給
を
要
請
す
る
。

　
市
と
し
て
は
、
自
ら
必
要
な
も

の
は
自
ら
で
備
蓄
す
る
、「
自
助
」

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
引
き
続

き
周
知
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

渡邉　康弘（新政クラブ）

企業負担が約１割に

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
令

和
２
年
度
地
方
税
制
改
正
に
よ
り
、

税
の
軽
減
効
果
が
最
大
約
9
割
に

な
る
ほ
か
、
手
続
き
の
簡
素
化
に

よ
り
使
い
や
す
い
仕
組
み
と
な
る
。

　
財
政
が
乏
し
く
な
っ
て
い
く
瑞

浪
市
に
お
い
て
公
共
施
設
等
の
整

備
、
駅
前
再
開
発
や
道
の
駅
の
開

発
な
ど
に
対
し
て
市
民
の
声
を
反

映
し
た
よ
り
良
い
事
業
と
し
て
実

現
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
計
画
を
変
更
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
対
象
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
1
件
の
み
で
あ
る
が
、
新
た
に

第
2
期
瑞
浪
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
事

業
を
対
象
と
す
る
た
め
、
内
閣
府

に
承
認
申
請
を
し
た
。

　
認
定
を
受
け
れ
ば
70
事
業
ほ
ど

が
対
象
と
な
る
た
め
、
本
制
度
を

活
用
し
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

【
総
務
部
長
】

問答問答

問

答

問答 問答問答

問答 問答
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職
員
自
ら
が
仕
事
の
改
善
案

を
提
案
す
る
「
職
員
提
案
制
度
」

の
実
績
が
少
な
い
中
、
職
員
の
提

案
力
や
行
動
力
を
培
う
べ
く
、
民

間
出
向
や
非
営
利
活
動
団
体
と
の

兼
業
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
個

人
の
資
質
向
上
や
組
織
の
活
性
化

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
的
な
発
想
や
仕
事
の
進

め
方
を
経
験
す
る
こ
と
は
職
員
個

人
の
資
質
向
上
、
組
織
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
が
、
長
時
間
労
働
の
助
長
や
職

務
の
公
正
の
確
保
な
ど
留
意
点
も

あ
る
。
職
員
の
確
保
に
課
題
を
抱

え
て
い
る
本
市
の
状
況
で
は
、
民

間
出
向
や
兼
業
を
す
ぐ
に
実
施
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
今

後
検
討
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　
　
要
支
援
者
名
簿
の
活
用
推
進

の
た
め
、
登
録
を
希
望
し
な
い
人

が
申
告
す
る
「
逆
手
上
げ
方
式
」

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
年
度
、
避
難
行
動
要
支
援

者
シ
ス
テ
ム
導
入
を
し
た
こ
と
に

よ
り
、
対
象
者
の
把
握
と
、
要
支

援
者
名
簿
の
台
帳
管
理
が
可
能
と

な
っ
た
。
令
和
２
年
度
に
対
象
者

を
再
度
確
認
し
、
承
諾
の
確
認
が

取
れ
な
い
方
に
対
し
て
、
承
諾
の

確
認
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　「
逆
手
上
げ
方
式
」に
つ
い
て
は
、

よ
り
多
く
の
方
を
登
録
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
が
、
個
人
情
報
の

観
点
か
ら
も
問
題
が
な
い
か
十
分

に
検
討
し
た
う
え
で
、
導
入
の
可

否
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
部
長
】

　
　
令
和
４
年
度
よ
り
交
付
金
が

５
億
円
減
収
と
な
る
が
、
そ
の
後

の
財
源
見
通
し
と
対
応
方
針
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
交
付
金
を
活
用
し
、

施
設
整
備
や
経
常
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
一
方
で
、
歳
入
の
減

少
を
見
込
み
交
付
金
の
半
分
程
度

を
目
標
に
、
基
金
の
積
立
て
や
市

債
の
繰
上
償
還
を
し
て
き
た
。
今

後
の
対
応
と
し
て
は
、
予
算
編
成

に
あ
っ
て
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
に
す
る
ほ
か
な
い
た
め
、
こ

れ
ま
で
積
立
て
た
基
金
を
計
画
的

に
活
用
し
、
予
算
編
成
に
与
え
る

影
響
を
緩
和
し
た
い
。
費
用
対
効

果
の
視
点
で
事
業
全
体
を
見
直
し
、

　
　
人
生
会
議
を
生
涯
学
習
と
し

て
考
え
、
若
い
世
代
が
考
え
る
機

会
を
創
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う
し

た
い
か
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
と

し
て
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
講

座
を
開
催
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を
家

族
と
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
本
人
向
け
だ
け
で
な
く
、

家
族
と
と
も
に
参
加
し
、
家
族
で

共
有
で
き
る
講
座
の
開
催
や
そ
の

募
集
方
法
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る

な
ど
、若
い
世
代
に
も
感
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
機
会
の
創
出
を
考

え
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
保
育
事
務
負
担
軽
減

逆
手
上
げ
方
式
要
支
援
者
名
簿

人
口
減
少
対
策
と
地
域
活
性
化

幸
せ
の
た
め
の
人
生
会
議

主
張
を
通
せ
る
か

　
　
　
　
　
　新
病
院
の
建
設
位
置

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　
　
　
　
　
　  

終
了
後
の
対
応
は

教
育
と
観
光
か
ら
ゴ
ル
フ
の
町

　
　  

み
ず
な
み
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を

脱
お
役
所
仕
事
の
人
材
育
成
を

　
　
保
育
士
の
負
担
を
軽
減
し
、

保
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、Ⅰ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

　
　
保
育
士
の
事
務
軽
減
を
進
め

る
上
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
一
定
の

効
果
を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
登
降
園
管
理
、
保
護
者
へ
の

各
種
連
絡
や
指
導
案
・
日
誌
作
成

な
ど
の
事
務
作
業
を
大
幅
に
効
率

化
で
き
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
全

国
で
も
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。

　
手
書
き
の
温
か
み
が
薄
れ
る
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
保

育
士
の
負
担
軽
減
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
と
園
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
更
な
る
緊
密
化
、
危
機

管
理
・
安
全
管
理
と
い
っ
た
面
か

ら
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
は
有
効
な
部
分

も
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
先
進
事

例
を
研
究
す
る
中
で
、
費
用
対
効

果
を
充
分
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
部
長
】

問答問答

榛葉利広（公明党）

保育の質の向上を

　
　
第
１
期
瑞
浪
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
総
括
と
、

第
２
期
総
合
戦
略
の
策
定
に
際
す

る
計
画
の
見
直
し
内
容
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

企
業
誘
致
施
策
や
移
住
定
住
施
策

な
ど
、
一
定
の
効
果
が
発
現
し
て

い
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
基
本

目
標
全
体
で
は
約
半
数
、Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
で
は
約
６

割
の
事
業
で
目
標
を
達
成
ま
た
は

概
ね
達
成
し
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
幅
広
い
外

部
有
識
者
等
に
よ
る
検
証
結
果
を

踏
ま
え
、
実
績
・
課
題
等
の
評
価

を
整
理
し
て
い
く
。
事
業
の
効
果

を
よ
り
適
切
に
図
る
こ
と
が
で
き

る
数
値
目
標
と
な
る
よ
う
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
見
直
し
、
地
方
創
生
の
意
識
や

取
り
組
み
を
切
れ
目
な
く
継
続
し
、

第
２
期
総
合
戦
略
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】

問答問答

奥村一仁（創政みずなみ）

家族みんなで考え方の共有を

　
　
新
病
院
の
建
設
位
置
・
経
営

手
法
に
お
け
る
本
市
の
立
場
と
主

張
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
建
設
位
置
は
、
将
来
に
亘
っ

て
こ
の
地
域
の
住
民
の
医
療
を

守
っ
て
い
く
医
療
機
関
の
役
割
、

利
用
者
た
る
住
民
の
利
便
性
、
東

濃
地
域
の
他
の
２
次
医
療
機
関
と

の
距
離
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
圏
域

内
の
端
に
偏
る
こ
と
な
く
中
心
に

近
い
場
所
、
両
病
院
の
中
間
地
点

付
近
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
新

病
院
の
経
営
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、

建
設
位
置
と
一
体
で
あ
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
両
市
の
中
間
地
点

付
近
で
あ
れ
ば
設
置
主
体
に
加
わ

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。【
市
長
】

問答問答

柴田増三（創政みずなみ）

超深地層研究所埋め戻し式

歳
出
の
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に
か
つ

効
果
的
に
必
要
な
事
業
に
配
分
す

る
た
め
、市
民
ニ
ー
ズ
、受
益
者
数
、

コ
ス
ト
な
ど
総
合
的
に
事
業
を
判

定
し
適
切
に
事
業
の
見
直
し
を
進

め
て
い
く
。

【
市
長
】

　
　
年
間
50
万
人
を
超
え
る
人
が

本
市
に
ゴ
ル
フ
を
し
に
来
ら
れ
る

な
ど
観
光
面
で
の
ゴ
ル
フ
の
貢
献

は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
年
で
は
、

審
判
の
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

特
殊
性
を
生
か
し
た
教
育
面
で
の

活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ル

フ
の
町
み
ず
な
み
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
活
用
し

た
教
育
を
全
市
的
に
推
進
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
現
在
は
瑞
浪
小
学
校
で
４
年

生
を
対
象
に
ふ
る
さ
と
学
習
の
一

つ
と
し
て
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
行
の
小
中
学

校
の
学
習
指
導
要
領
の
中
で
ゴ
ル

フ
を
授
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

が
実
施
す
る
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体

験
会
な
ど
の
紹
介
を
通
じ
て
児
童

に
ゴ
ル
フ
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
と
よ
い
と
考
え
て
い

る
。

【
教
育
長
】

問問 答答

山下千尋（新政クラブ）

観光の玄関口となっているゴルフ場
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職
員
自
ら
が
仕
事
の
改
善
案

を
提
案
す
る
「
職
員
提
案
制
度
」

の
実
績
が
少
な
い
中
、
職
員
の
提

案
力
や
行
動
力
を
培
う
べ
く
、
民

間
出
向
や
非
営
利
活
動
団
体
と
の

兼
業
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
個

人
の
資
質
向
上
や
組
織
の
活
性
化

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
的
な
発
想
や
仕
事
の
進

め
方
を
経
験
す
る
こ
と
は
職
員
個

人
の
資
質
向
上
、
組
織
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
が
、
長
時
間
労
働
の
助
長
や
職

務
の
公
正
の
確
保
な
ど
留
意
点
も

あ
る
。
職
員
の
確
保
に
課
題
を
抱

え
て
い
る
本
市
の
状
況
で
は
、
民

間
出
向
や
兼
業
を
す
ぐ
に
実
施
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
今

後
検
討
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　
　
要
支
援
者
名
簿
の
活
用
推
進

の
た
め
、
登
録
を
希
望
し
な
い
人

が
申
告
す
る
「
逆
手
上
げ
方
式
」

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
年
度
、
避
難
行
動
要
支
援

者
シ
ス
テ
ム
導
入
を
し
た
こ
と
に

よ
り
、
対
象
者
の
把
握
と
、
要
支

援
者
名
簿
の
台
帳
管
理
が
可
能
と

な
っ
た
。
令
和
２
年
度
に
対
象
者

を
再
度
確
認
し
、
承
諾
の
確
認
が

取
れ
な
い
方
に
対
し
て
、
承
諾
の

確
認
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　「
逆
手
上
げ
方
式
」に
つ
い
て
は
、

よ
り
多
く
の
方
を
登
録
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
が
、
個
人
情
報
の

観
点
か
ら
も
問
題
が
な
い
か
十
分

に
検
討
し
た
う
え
で
、
導
入
の
可

否
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
部
長
】

　
　
令
和
４
年
度
よ
り
交
付
金
が

５
億
円
減
収
と
な
る
が
、
そ
の
後

の
財
源
見
通
し
と
対
応
方
針
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
交
付
金
を
活
用
し
、

施
設
整
備
や
経
常
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
一
方
で
、
歳
入
の
減

少
を
見
込
み
交
付
金
の
半
分
程
度

を
目
標
に
、
基
金
の
積
立
て
や
市

債
の
繰
上
償
還
を
し
て
き
た
。
今

後
の
対
応
と
し
て
は
、
予
算
編
成

に
あ
っ
て
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
に
す
る
ほ
か
な
い
た
め
、
こ

れ
ま
で
積
立
て
た
基
金
を
計
画
的

に
活
用
し
、
予
算
編
成
に
与
え
る

影
響
を
緩
和
し
た
い
。
費
用
対
効

果
の
視
点
で
事
業
全
体
を
見
直
し
、

　
　
人
生
会
議
を
生
涯
学
習
と
し

て
考
え
、
若
い
世
代
が
考
え
る
機

会
を
創
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う
し

た
い
か
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
と

し
て
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
講

座
を
開
催
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を
家

族
と
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
本
人
向
け
だ
け
で
な
く
、

家
族
と
と
も
に
参
加
し
、
家
族
で

共
有
で
き
る
講
座
の
開
催
や
そ
の

募
集
方
法
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る

な
ど
、若
い
世
代
に
も
感
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
機
会
の
創
出
を
考

え
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
保
育
事
務
負
担
軽
減

逆
手
上
げ
方
式
要
支
援
者
名
簿

人
口
減
少
対
策
と
地
域
活
性
化

幸
せ
の
た
め
の
人
生
会
議

主
張
を
通
せ
る
か

　
　
　
　
　
　新
病
院
の
建
設
位
置

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　
　
　
　
　
　  
終
了
後
の
対
応
は

教
育
と
観
光
か
ら
ゴ
ル
フ
の
町

　
　  

み
ず
な
み
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を

脱
お
役
所
仕
事
の
人
材
育
成
を

　
　
保
育
士
の
負
担
を
軽
減
し
、

保
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、Ⅰ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

　
　
保
育
士
の
事
務
軽
減
を
進
め

る
上
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
一
定
の

効
果
を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
登
降
園
管
理
、
保
護
者
へ
の

各
種
連
絡
や
指
導
案
・
日
誌
作
成

な
ど
の
事
務
作
業
を
大
幅
に
効
率

化
で
き
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
全

国
で
も
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。

　
手
書
き
の
温
か
み
が
薄
れ
る
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
保

育
士
の
負
担
軽
減
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
と
園
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
更
な
る
緊
密
化
、
危
機

管
理
・
安
全
管
理
と
い
っ
た
面
か

ら
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
は
有
効
な
部
分

も
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
先
進
事

例
を
研
究
す
る
中
で
、
費
用
対
効

果
を
充
分
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
部
長
】

問答問答

榛葉利広（公明党）

保育の質の向上を

　
　
第
１
期
瑞
浪
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
総
括
と
、

第
２
期
総
合
戦
略
の
策
定
に
際
す

る
計
画
の
見
直
し
内
容
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

企
業
誘
致
施
策
や
移
住
定
住
施
策

な
ど
、
一
定
の
効
果
が
発
現
し
て

い
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
基
本

目
標
全
体
で
は
約
半
数
、Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
で
は
約
６

割
の
事
業
で
目
標
を
達
成
ま
た
は

概
ね
達
成
し
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
幅
広
い
外

部
有
識
者
等
に
よ
る
検
証
結
果
を

踏
ま
え
、
実
績
・
課
題
等
の
評
価

を
整
理
し
て
い
く
。
事
業
の
効
果

を
よ
り
適
切
に
図
る
こ
と
が
で
き

る
数
値
目
標
と
な
る
よ
う
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
見
直
し
、
地
方
創
生
の
意
識
や

取
り
組
み
を
切
れ
目
な
く
継
続
し
、

第
２
期
総
合
戦
略
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】

問答問答

奥村一仁（創政みずなみ）

家族みんなで考え方の共有を

　
　
新
病
院
の
建
設
位
置
・
経
営

手
法
に
お
け
る
本
市
の
立
場
と
主

張
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
建
設
位
置
は
、
将
来
に
亘
っ

て
こ
の
地
域
の
住
民
の
医
療
を

守
っ
て
い
く
医
療
機
関
の
役
割
、

利
用
者
た
る
住
民
の
利
便
性
、
東

濃
地
域
の
他
の
２
次
医
療
機
関
と

の
距
離
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
圏
域

内
の
端
に
偏
る
こ
と
な
く
中
心
に

近
い
場
所
、
両
病
院
の
中
間
地
点

付
近
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
新

病
院
の
経
営
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、

建
設
位
置
と
一
体
で
あ
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
両
市
の
中
間
地
点

付
近
で
あ
れ
ば
設
置
主
体
に
加
わ

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。【
市
長
】

問答問答

柴田増三（創政みずなみ）

超深地層研究所埋め戻し式

歳
出
の
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に
か
つ

効
果
的
に
必
要
な
事
業
に
配
分
す

る
た
め
、市
民
ニ
ー
ズ
、受
益
者
数
、

コ
ス
ト
な
ど
総
合
的
に
事
業
を
判

定
し
適
切
に
事
業
の
見
直
し
を
進

め
て
い
く
。

【
市
長
】

　
　
年
間
50
万
人
を
超
え
る
人
が

本
市
に
ゴ
ル
フ
を
し
に
来
ら
れ
る

な
ど
観
光
面
で
の
ゴ
ル
フ
の
貢
献

は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
年
で
は
、

審
判
の
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

特
殊
性
を
生
か
し
た
教
育
面
で
の

活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ル

フ
の
町
み
ず
な
み
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
活
用
し

た
教
育
を
全
市
的
に
推
進
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
現
在
は
瑞
浪
小
学
校
で
４
年

生
を
対
象
に
ふ
る
さ
と
学
習
の
一

つ
と
し
て
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
行
の
小
中
学

校
の
学
習
指
導
要
領
の
中
で
ゴ
ル

フ
を
授
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

が
実
施
す
る
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体

験
会
な
ど
の
紹
介
を
通
じ
て
児
童

に
ゴ
ル
フ
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
と
よ
い
と
考
え
て
い

る
。

【
教
育
長
】

問問 答答

山下千尋（新政クラブ）

観光の玄関口となっているゴルフ場
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３月定例会議決結果一覧

議
長
　
成
瀬
徳
夫

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市

議
会
に
対
し
て
、
格
別
な
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
度
、
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
負

託
に
応
え
る
こ
と
を
基
本
に
瑞
浪
市
議

会
の
「
議
会
力
ア
ッ
プ
」「
議
員
の
資
質

向
上
」
を
め
ざ
し
本
市
の
発
展
に
努
力

を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

副
議
長
　
舘
林
辰
郎

　　
２
月
21
日
の
市
議
会
で
副
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
二
回
目
の
就
任
で
す

が
、
気
を
引
き
締
め
て
、
市
議
会
の
「
見

え
る
化
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
議
会
で
は
、
住
民
の
声
を
よ
く

聞
い
て
、
要
望
を
行
政
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
議
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
力

　ア
ッ
プ

市
議
会
の

「
見
え
る
化
」

令和2年2月21日から

＊東農農業共済事務組合議会は令和2年3月31日をもって解散 (4/1～県一化) 

議会の構成

会派の構成（4会派）

◎委員長　○副委員長

◎代表

議長　成瀬徳夫　　　副議長　舘林辰郎　　　監査委員　大久保京子

議会運営委員会（６人）

東濃西部広域行政事務組合議会議員

議会の運営、会議規則、委員会条例、議長の諮問に
関する事項を調査し、議案、陳情等取り扱いを審査

議会広報広聴委員会（６人）
議会広報紙及び議会報告会に関する協議や調整

総務民生文教委員会（８人）
総務部、まちづくり推進部、民生部、教育等
所管に関することを審査、調査

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

◎熊谷隆男　　○榛葉利広　　柴田増三　　山下千尋
　小木曽光佐子　　三輪田幸泰

◎樋田翔太　　○加藤輔之　　小木曽光佐子　　棚町潤
　榛葉利広　　奥村一仁　　成瀬徳夫　　山下千尋

経済建設委員会（８人）
経済部、建設部、消防本部等所管に関するこ
とを審査、調査

予算決算委員会（１６人）

議会改革特別委員会（８人）

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会（７人）

予算決算に関することを審査、調査

◎渡邉康弘　　○柴田増三　　大久保京子　　辻正之
　柴田幸一郎　　舘林辰郎　　三輪田幸泰　　熊谷隆男

◎棚町潤　　○三輪田幸泰　　榛葉利広　　辻正之
　加藤輔之　　柴田増三　　小木曽光佐子

◎奥村一仁　　○柴田幸一郎　　大久保京子　　渡邉康弘
　舘林辰郎　　山下千尋　　熊谷隆男　　樋田翔太

◎舘林辰郎　　樋田翔太　　渡邉康弘　　加藤輔之　
　辻正之　　山下千尋

　成瀬徳夫　　三輪田幸泰　　榛葉利広

◎加藤輔之　　○山下千尋　　他全議員

新政クラブ
（７人）

日本共産党
（１人）

創政みずなみ
（７人）

公明党
（１人）

◎加藤輔之　熊谷隆男　大久保京子　
渡邉康弘　三輪田幸泰　辻正之　山下千尋

◎舘林辰郎

◎柴田増三　成瀬徳夫　小木曽光佐子　
樋田翔太　柴田幸一郎　棚町潤　奥村一仁 

◎榛葉利広
※ 議第１号、議第 17号、議第 19号～議第 25号は内容を分かり易くするため、議案名の後に【　　】で補足しています。
※ 議第 41号 令和 2年度瑞浪市下水道事業会計予算 　舘林辰郎議員は棄権のため採決に加わりませんでした。
※ 議長（成瀬徳夫議員）は採決に加わりません。

案　　件

人事案件
【 2 件 】

議案番号

議第 ２ 号

議第 ３ 号
議第 ４ 号
議第 ５ 号
議第 ６ 号

議第 ７ 号

議第 ８ 号条例案件
【 15 件 】

その他の
案      件
【 9 件 】

予算案件
【 15 件 】

議第 ９ 号

議第 10号
議第 11号
議第 12号

議第 13号

議第 14号
議第 15号
議第 16号
議第 18号

議第 19号

議第 20号

議第 21号

議第 22号

議第 23号
議第 24号

議第 25号

議第 26号

議第 27号
議第 28号
議第 29号
議第 30号
議第 31号
議第 32号
議第 33号
議第 34号
議第 35号
議第 36号
議第 37号
議第 38号
議第 39号
議第 40号
議第 41号

議第 １ 号
議第 17号

総務民生文教

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

経済建設

経済建設
経済建設
経済建設
総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設
経済建設

総務民生文教

経済建設

予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算

省　　　略
省　　　略

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

同意
同意

瑞浪市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について

瑞浪市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市監査委員条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と自然環境等の保全との調和に関する条
例の制定について

瑞浪市土地開発事業及び特殊建築物に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
北野辺地に係る総合整備計画の策定について

多治見市と瑞浪市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議
について 【広域交付事務に除票の写し等の交付事務を追加】

中津川市と瑞浪市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議
について 【議第 19号と同様】

瑞浪市と恵那市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議に
ついて【議第 19号と同様】

瑞浪市と土岐市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議に
ついて【議第 19号と同様】

土岐川防災ダム一部事務組合規約の変更に関する協議について 【監査委員の任期を改正】
工事請負契約の締結について　【瑞浪市クリーンセンター改修工事】

工事請負契約の締結について　【旧瑞陵中学校解体及び瑞浪北中学校グラウンド管理棟他新築
工事】

瑞浪市農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を４分の１以上
とすることにつき同意を求めることについて

令和元年度瑞浪市一般会計補正予算（第 4号）
令和元年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1号）
令和元年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3号）
令和元年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第 4号）
令和元年度瑞浪市介護サービス事業特別会計補正予算（第 1号）
令和元年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第 1号）
令和元年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第 3号）
令和元年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第 3号）
令和 2年度瑞浪市一般会計予算
令和 2年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市水道事業会計予算
令和 2年度瑞浪市下水道事業会計予算

瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて　【大久保京子氏】
瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて【小木曽正敏氏】

議　　　案　　　名 付 託 先 採決結果
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議
長
　
成
瀬
徳
夫

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市

議
会
に
対
し
て
、
格
別
な
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
度
、
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
負

託
に
応
え
る
こ
と
を
基
本
に
瑞
浪
市
議

会
の
「
議
会
力
ア
ッ
プ
」「
議
員
の
資
質

向
上
」
を
め
ざ
し
本
市
の
発
展
に
努
力

を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

副
議
長
　
舘
林
辰
郎

　　
２
月
21
日
の
市
議
会
で
副
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
二
回
目
の
就
任
で
す

が
、
気
を
引
き
締
め
て
、
市
議
会
の
「
見

え
る
化
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
議
会
で
は
、
住
民
の
声
を
よ
く

聞
い
て
、
要
望
を
行
政
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
議
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
力

　ア
ッ
プ

市
議
会
の

「
見
え
る
化
」

令和2年2月21日から

＊東農農業共済事務組合議会は令和2年3月31日をもって解散 (4/1～県一化) 

議会の構成

会派の構成（4会派）

◎委員長　○副委員長

◎代表

議長　成瀬徳夫　　　副議長　舘林辰郎　　　監査委員　大久保京子

議会運営委員会（６人）

東濃西部広域行政事務組合議会議員

議会の運営、会議規則、委員会条例、議長の諮問に
関する事項を調査し、議案、陳情等取り扱いを審査

議会広報広聴委員会（６人）
議会広報紙及び議会報告会に関する協議や調整

総務民生文教委員会（８人）
総務部、まちづくり推進部、民生部、教育等
所管に関することを審査、調査

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

◎熊谷隆男　　○榛葉利広　　柴田増三　　山下千尋
　小木曽光佐子　　三輪田幸泰

◎樋田翔太　　○加藤輔之　　小木曽光佐子　　棚町潤
　榛葉利広　　奥村一仁　　成瀬徳夫　　山下千尋

経済建設委員会（８人）
経済部、建設部、消防本部等所管に関するこ
とを審査、調査

予算決算委員会（１６人）

議会改革特別委員会（８人）

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会（７人）

予算決算に関することを審査、調査

◎渡邉康弘　　○柴田増三　　大久保京子　　辻正之
　柴田幸一郎　　舘林辰郎　　三輪田幸泰　　熊谷隆男

◎棚町潤　　○三輪田幸泰　　榛葉利広　　辻正之
　加藤輔之　　柴田増三　　小木曽光佐子

◎奥村一仁　　○柴田幸一郎　　大久保京子　　渡邉康弘
　舘林辰郎　　山下千尋　　熊谷隆男　　樋田翔太

◎舘林辰郎　　樋田翔太　　渡邉康弘　　加藤輔之　
　辻正之　　山下千尋

　成瀬徳夫　　三輪田幸泰　　榛葉利広

◎加藤輔之　　○山下千尋　　他全議員

新政クラブ
（７人）

日本共産党
（１人）

創政みずなみ
（７人）

公明党
（１人）

◎加藤輔之　熊谷隆男　大久保京子　
渡邉康弘　三輪田幸泰　辻正之　山下千尋

◎舘林辰郎

◎柴田増三　成瀬徳夫　小木曽光佐子　
樋田翔太　柴田幸一郎　棚町潤　奥村一仁 

◎榛葉利広
※ 議第１号、議第 17号、議第 19号～議第 25号は内容を分かり易くするため、議案名の後に【　　】で補足しています。
※ 議第 41号 令和 2年度瑞浪市下水道事業会計予算 　舘林辰郎議員は棄権のため採決に加わりませんでした。
※ 議長（成瀬徳夫議員）は採決に加わりません。

案　　件

人事案件
【 2 件 】

議案番号

議第 ２ 号

議第 ３ 号
議第 ４ 号
議第 ５ 号
議第 ６ 号

議第 ７ 号

議第 ８ 号条例案件
【 15 件 】

その他の
案      件
【 9 件 】

予算案件
【 15 件 】

議第 ９ 号

議第 10号
議第 11号
議第 12号

議第 13号

議第 14号
議第 15号
議第 16号
議第 18号

議第 19号

議第 20号

議第 21号

議第 22号

議第 23号
議第 24号

議第 25号

議第 26号

議第 27号
議第 28号
議第 29号
議第 30号
議第 31号
議第 32号
議第 33号
議第 34号
議第 35号
議第 36号
議第 37号
議第 38号
議第 39号
議第 40号
議第 41号

議第 １ 号
議第 17号

総務民生文教

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

経済建設

経済建設
経済建設
経済建設
総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設
経済建設

総務民生文教

経済建設

予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算
予算決算

省　　　略
省　　　略

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

同意
同意

瑞浪市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について

瑞浪市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市監査委員条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と自然環境等の保全との調和に関する条
例の制定について

瑞浪市土地開発事業及び特殊建築物に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
北野辺地に係る総合整備計画の策定について

多治見市と瑞浪市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議
について 【広域交付事務に除票の写し等の交付事務を追加】

中津川市と瑞浪市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議
について 【議第 19号と同様】

瑞浪市と恵那市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議に
ついて【議第 19号と同様】

瑞浪市と土岐市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更に関する協議に
ついて【議第 19号と同様】

土岐川防災ダム一部事務組合規約の変更に関する協議について 【監査委員の任期を改正】
工事請負契約の締結について　【瑞浪市クリーンセンター改修工事】

工事請負契約の締結について　【旧瑞陵中学校解体及び瑞浪北中学校グラウンド管理棟他新築
工事】

瑞浪市農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を４分の１以上
とすることにつき同意を求めることについて

令和元年度瑞浪市一般会計補正予算（第 4号）
令和元年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1号）
令和元年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3号）
令和元年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第 4号）
令和元年度瑞浪市介護サービス事業特別会計補正予算（第 1号）
令和元年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第 1号）
令和元年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第 3号）
令和元年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第 3号）
令和 2年度瑞浪市一般会計予算
令和 2年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算
令和 2年度瑞浪市水道事業会計予算
令和 2年度瑞浪市下水道事業会計予算

瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて　【大久保京子氏】
瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて【小木曽正敏氏】

議　　　案　　　名 付 託 先 採決結果
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みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

　岐阜県は、新型コロナウイルス感染に関し特定警戒都道府県に位置付けられ、議会としても
緊張感を持って瑞浪市に素早い対応を要望しています。
　雨上がりの虹を見つけた時のように、この事態が収束した後にも、市民の皆様が笑顔になれ
るように瑞浪市議会は活動してまいります。

令和２年４月２１日

瑞浪市長　水野 光二　様

瑞浪市議会議長　成瀬 徳夫

新型コロナウイルス感染症に関する対応についての要望書

　新型コロナウイルスによる感染症は世界各地に急速に拡大し、多くの感染者や死者が発生し
ています。岐阜県は特定警戒都道府県に位置付けられ、感染拡大は大変猶予なき状況となって
います。
　現在、新型コロナウイルス感染症対策本部員会議を立ち上げ迅速かつ的確な対策を講じてい
ただいているところではありますが、事態の収束が未だ見えない中、感染拡大を防止し、市民
の生命と健康を守るため、瑞浪市議会も全力で協力を誓うとともに、下記の事項について要望
します。

記

１　積極的な情報の提供と相談体制の確保
　　　市民間の無用な混乱や誤解が生じないよう、情報開示基準を明らかにしたうえ、感染に
　　係る最新情報と市が講ずる対策、進捗状況の速やかな情報提供等に努めるとともに総合的
　　に対応できる相談体制の確保に努めること

２　園児、児童・生徒への対応
　　　園児、児童・生徒の安全確保と精神的ケアに努めるとともに休校に伴う学習の遅れに対
　　する必要な措置を講ずること

３　個人事業主、中小企業等及び経済的困窮者への支援
　　　国県も支援策を検討中であるが、時間的・制度的に不十分である場合、別途支援策を講
　　ずること

４　納期限内での納付が困難な方への支援
　　　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、市税等の納期限内での納付が困難な方に対す
　　る納付猶予等を検討すること

５　新型コロナウイルス感染症対策を実行するために必要な予算措置を講ずること
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市長へ要望書を提出！新型コロナウイルス対策

虹の架かるまちなみ
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